
原製作所

Ｃ
０
２
関
係
徐
々
に
増
進

Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
展
は
省
力
化
テ
ー
マ
に

「熱
交
換
技
術
」を
通
じ
、

豊
か
な
生
活
に
貢
献
す
る
を

経
営
理
念
に
置
く
ユ
ニ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
◎熱
交
換
器
の
専

門
メ
ー
カ
ー
、原
製
作
所
（社

長
＝
原
正
憲
氏
、
本
社
◎茨

城
県
稲
敷
市
下
根
本
７
９
４

０
１
１
）。

間
も
な
く
迎
え
る
２
０
２

５
年
度
決
算
（２５
年
８
月
）

の
見
通
し
は
、
ほ
ぼ
前
期
横

這
い
で
の
着
地
と
す
る
。

同
社
に
お
い
て
は
近
年
、

過
去
最
高
売
上
高
を
更
新
し

た
２
０
２
３
年
度
ま
で
は
、

７
年
間
に
わ
た
り
更
新
を
続

け
一定
規
模
の
母
数
を
安
定

さ
せ
る
に
至
っ
た
。
若
干
の

減
少
と
は
な
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
こ
の
２
年
間
は
安
全
水
域

で
の
着
地
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
に
つ
い
て
原
正
憲
社

長
は
忍
っ年
は
例
年
以
上
に

４
月
、
５
月
の
需
要
が
停
滞

し
た
が
大
手
冷
凍
機
メ
ー
カ

ー
と
の
本
格
的
な
取
引
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
で
今
後
は
上

向
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
需
要
推
移
に
お
い
て

も
来
期
及
び
再
来
年
度
に
山

場
が
あ
る
と
の
見
方
も
強
く 原

　

正憲社長

来
期
以
降
の
需
要
の
高
ま
り

に
期
待
し
て
い
る
」と
し
た
。

　

一方
で
他
社
に
先
駆
け
る

形
で
取
組
ん
で
き
た
自
然
冷

媒
系
の
Ｃ
０
ユ
ニ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
直

膨
式
は
少
な
い
も
の
の
、
ブ

ラ
イ
ン
系
を
含
め
る
と
全
体

構
成
比
の
２５
轡
程
度
ま
で
伸

び
て
い
る
。
今
後
も
特
殊
案

件
を
含
め
て
一定
量
は
見
込

め
る
も
の
と
踏
む
。

但
し
、
同
社
の
基
本
方
針

は
ユ
ー
ザ
ー
層
及
び
需
要
先

の
均
衡
を
常
に
保
ち
、
一社

毎
の
販
売
比
率
を
出
来
る
限

り
平
準
化
さ
せ
安
定
経
営
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
、
仮

に
需
要
の
山
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
だ
け
に
捉
わ
れ
な
い
と

い
っ
た
企
業
姿
勢
を
貫
い
て

き
た
。
今
後
の
需
要
の
高
ま

り
が
想
定
さ
れ
る
大
手
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も

同
様
の
立
ち
位
置
を
崩
さ
な

い
方
針
だ
。

こ
う
し
た
な
か
、
来
年
１

月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
る
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
＆
Ｒ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
０
２
６
へ
は

２
０
１
２
年
の
初
出
展
か
ら

通
算
７
回
目
の
出
展
を
決
め

た
。
前
回
２
０
２
４
年
開
催

で
は
Ｃ
０

冷
媒
対
応
（直

膨
）
の
天
吊
型
ユ
ニ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー

「Ｈ
Ｕ
Ｃ
１
５６
Ｆ

Ｉ
」、ソ
ッ
ク
ダ
ク
ト
対
応
型

ユ
ニ
ッ
ト
ク
エ
フ
ー

「Ｈ
Ｕ

Ｃ
１
５
Ｋ
Ｉ
」、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

対
応
の
散
水
洗
浄
機
能
付
き

ユ
ニ
ッ
ト
ク
↓
フ
ー

「Ｈ
Ｕ

Ｃ
１
１０
Ｈ
Ａ
Ｉ
」
の
３
機
種

を
実
機
展
示
し
た
ほ
か
、
リ

ク
ル
ー
ト
対
策
を
目
的
に
製

作
し
た
企
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
映
像
を
放
映
し
た
。
過
去

６
回
の
出
展
の
中
で
も
ブ
ー

ス
来
場
者
が
６
０
０
名
を
超

え
る
と
い
う
記
録
も
更
新
し

て
い
る
。

さ
て
来
年
に
控
え
る
同
展

に
対
し
て
は
「建
設
◎設
備

業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
、

技
術
者
不
足
に
対
す
る
現
場

の
工
数
を
減
ら
せ
る
よ
う
な

製
造
体
制
な
ど
を
訴
え
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
プ
レ
カ
ッ
ト
的

な
配
管
関
係
の
選
定
や
、
予

め
膨
張
弁
な
ど
を
セ
ッ
ト
し

　　

た
う
え
で
の
納
品

如

な
ど
で
、
現
場
に

２０２

　

お
け
る
手
間
を
和

ｎ

　

ら
げ
る
よ
う
な
も

隣

　

の
を
検
討
し
て
い

ａ

‐る
」（原
社
長
）
と

繕
いき

原製作所

Ｃ
展
の
製
造
す
る
製
品

狐
拙
には次の軽めの

Ｈ
同
品
質
方
針
が
掲
げ

　　

ら
れ
て
い
る
。
①

顧
客
が
安
心
し
て
使
用
で
き

る
製
品
を
提
供
す
る
②
顧
客

の
要
求
事
項
及
び
法
的
◎規

制
要
求
事
項
を
満
た
す
製
品

を
提
供
す
る
◎
設
計
ｏ開
発

か
ら
製
造
◎
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
至
る
全
て
の
段
階
で

百
ｍ質
の
作
り
込
み
」
を
行

う
④
顧
客
◎社
会
の
評
価
及

び
活
動
の
成
果
を
分
析
し
、

製
品
及
び
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
の
継

続
的
改
善
を
推
進
す
る
と
い

う
も
の
。

こ
う
し
た
方
針
に
則
り
生

産
さ
れ
る
近
年
の
代
表
例
と

し
て
は
Ｃ
０

関
連
で
は
天

吊
型
を
中
心
に
農
業
用
、
キ

ノ
コ
用
、
産
業
空
調
用
、
低

温
冷
房
用
、
氷
温
冷
蔵
用
の

Ｔ
Ｃ
タ
イ
プ
が
下
側
吸
込
み

両
側
横
吹
き
出
し
で
、
逆
向

き
（下
向
き
）
へ
の
変
更
を

可
能
と
す
る
。
ま
た
小
型
天

吊
型
で
産
業
空
調
用
、
低
温

冷
房
用
、
冷
蔵
用
の
Ｔ
Ｎ
タ

イ
プ
は
全
機
種
に
低
騒
音
の

送
風
機
を
採
用
。
さ
ら
に
中

型
◎大
型
天
吊
型
と
し
て
冷

蔵
用
の
Ｔ
Ｆ
タ
イ
プ
は
中
型

機
種
に
低
騒
音
の
送
風
機
を

採
用
。
加
え
て
ダ
ン
パ
ー
、

　　

フ
ー
ド
付
き
で
冷

　　
　
　　

冷
Ｆ

機
種
に
吹
出
し
ダ

祐

ン
パ
ー
及
び
吸
込

　　　
　　　　　　　

↓
，一刻霞特注対

フ
ト

心

　

よ

　　

ｉ

ト
応
と
な
る
特
型
製

　　　
　
　

ン
型
ー
、
銅
管
十
ア
ル

ダ
吊

ミ
（プ
レ
コ
ー
ト

加
工
）フ
ィ
ン
、
コ
イ
ル
部

へ
の
カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
、

送
風
機
開
閉
式
、
ド
レ
ン
パ

ン
開
閉
式
な
ど
の
ほ
か
、
ド

レ
ン
パ
ン
防
熱
、
加
熱
ヒ
ー

タ
ー
取
付
か
ら
弁
類
配
管
取

付
な
ど
様
々
な
要
望
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
。


